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概　　　要
　中国で開設されている臨床検査専門の高等職業専門学校のうち，病理検査技師の養成をしている施設はまだ少ない．し
かし，病院の病理技術員の需要は大変切迫している．従って，優秀な病理技術員をいかにして養成するか，病理検査技術
教育をいかにして充実させるかは，早急に解決しなければならない課題である．また，中国には病理検査技術教育に関す
る論文は少なく，特に海外の先進国の病理検査技術教育と対比したものもほとんど見られない．本論文は，主に上海健康
職業技術学院と日本の川崎医療短期大学における病理検査技術教育を比較して，相互に参考にし合い，長所を得て短所を
補い，最終的に中国の病理検査技術教育のために有益な提言を試みるものである．
１. 緒　　　言
　臨床検査における病理技術員の数が，必要な人数を
十分には満たしていないことを改善するために，上海
健康職業技術学院では医学検査技術専門病理検査技術
の副専攻科を設け，職場の仕事に迅速に適合できる応
用型の病理技術検査の人材を養成している．病理学の
臨床および医学研究の仕事で用いる各種の技術方法を
総称して病理学技術と呼ぶ．その中で，臨床病理学検
査のために提供される技術を，特に病理検査技術とす
る．病理検査技術の任務は，化学的方法，技術と機器
を応用し，患者から採取された病変の組織あるいは細
胞から，病理組織切片または塗抹細胞診標本を作り，
病理担当の医師がそれを観察・分析し，診断を下すこ
とができるようにする技術である．従って，病理検査
技術の質と技術水準は，臨床病理診断の仕事の中で特
に重要な要素である1)．
　今までのところ，中国国内では，病理検査技術の授
業に関して論じた書物はまだそれほど多くは見られな
い．海外の先進国における病理検査技術関係の授業と
比較した論文もほとんど見られない2)．今回，日本の
川崎医療短期大学臨床検査科での１年間の研修を通し
て，中国の高等職業医学専門学校と日本の川崎医療短
期大学における，病理検査技術に関する授業・実習の
相違点を比較する機会を得た．お互いの仕組みを参考
にし，長所をもって短所を補い，中国の病理検査技術
教育を向上させるための手段について考察したので報
告する．
２. 上海健康職業技術学院の医学検査技術専門と 
川崎医療短期大学の臨床検査科の授業課程の
違い
　川崎医療短期大学で開設されている課程には基礎課
程，専門基礎課程そして専門課程の三段階がある3)．
基礎課程には「科学的思考の基盤」，「人間と生活」が
含まれる．専門基礎課程には「人体の構造と機能」，
「医学検査の基礎と疾病の関係」，「保健医療福祉と医
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学検査」，「医療工学と情報科学」が含まれる．専門課
程には「臨床病態学」，「形態検査学」，「生物化学分析
検査学」，「病因と生体防御検査学」，「生理機能検査
学」，「検査総合管理学」，「臨地実習」がある．
　一方，中国で開設されている方式には，「人文社科
型」，「職業基礎型」，「職業技能型」，「職業開拓型」が
含まれる．両者に設置されている主要な課程はほぼ似
通っているが，これら以外に，どちらも選択科目とし
て「倫理学」と「心理学」を開設している．臨床心理
学は，心理的要因が人体の健康と疾病治療に及ぼす作
用と影響を探索し，医師と患者の触れあいの際に生じ
る心理的情感の動きの法則を学ぶものである．医学倫
理学は，医療業務に従事する人の高尚な情操と，良好
な態度および医行為を高めるための科目で4)，日本で
も中国でも，人間教育を重視していることがうかがえ
る．
３. 臨地実習の取り入れ方に関する差
　病理検査技術は実践性の極めて強い専門課程であ
る．従って両校はどちらも臨床実習を重視した学習方
式を採用している．いわゆる「臨地教育」とは，学習
と業務を一つに連携させる教育方式で，主体は学生で
ある．それは，卒業後の職業を方向づけるにふさわし
いもので，大学内外の異なった教育環境と資源を十分
に利用し，教室での学習を主とする学校教育と，実地
の経験を直接取り入れる医療機関での仕事とを連携さ
せるものであり，それは臨床現場の実践で役立つ学生
を養成するという目的を貫くために必要不可欠と思わ
れる5)．
　川崎医療短期大学臨床検査科の病理系授業では，第
１学年の前期で「解剖学」「組織学」の基礎を学び，後
期では「病理学総論」と「病理検査学（すなわち病理
検査技術）｣ で理論と実習（図１）を学ぶ．病理検査技
術理論と実習は同じ日に合わせて習得するようになっ
ているのも特徴である．各授業には常に練習問題が用
意されており，授業前の予習と授業後の復習が推奨さ
れている．これによって，学生に理論学習の内容を一
層よく理解，把握させることができる．第２学年の前
期では「病理学各論」を学び，後期ではすぐ病院実習
（図２）に入る．病院実習は１年間，同級生６名程度
でグループを作り，病理を含む約10個の検査部門を３
週間ずつローテートする．この時期には毎週４日間病
院で実習し，１日は学校に戻り授業を受ける．第３学
年の後期では，実習が週３日，学校での授業が週２日
のペースとなる．この実習は，より少人数のグループ
に分かれた学生が各教員の下に配属され，教員から与
えられた課題を約３ヵ月間研究する．最終的に課題を
小論文として仕上げ，さらに臨床検査科の全教員およ
び第１学年から第３学年までの全学生の前で研究発表
を行う6)．この時期の授業は３年間の学習の総まとめ
で，臨床検査技師の国家試験を受験する準備のための
ものでもある．卒業後には各人が臨床検査技師として
社会に出て行くが，もし国家試験に不合格となれば，
仕事を継続することが困難になってしまう．
　以上，日本の臨床検査技師教育は，理論と実践の交
替方式である．すなわち，学生の全学習過程を学校で
の座学と病院での臨地実習に分けて，これを交互に行
う，１＋１の二分教育形式を採用している．病院の病
図１　１学年の病理検査学実習風景（川崎医療短期大学）
図２　２学年前期から３学年後期に行っている病院実習風景 
（川崎医科大学附属病院）
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理部門における実習の３週間は毎日具体的な実習内容
が呈示されており，また毎日学生と教員との勉強会が
行われる．これは，試問形式あるいは解説・説明形式
で，毎日の学習内容を復習し，また翌日の理論知識も
予習できるようになっている．
　上海健康職業技術学院では，第１学年では「解剖組
織等基礎」および「病理学」を学び，第２学年では「病
理学技術」を合わせて１年間学ぶ（図３）．第３学年の
学生は病院に行って実習（図４）する．我が校が採用
しているのは２＋１方式である．３年間の学習のうち，
２年間は学校で，１年間は実習病院で実践する．校内
の授業では理論の授業を主とし，これを実験，実習訓
練等の実践的な教育面で補っている．
　上海健康職業技術学院には現在，相当な規模の病理
学技術実習訓練室がある．この病理学技術とは，一般
的に行われている病理学技術に加えて，いくつかの染
色技術も含まれている．学生は，自分自身で標本から
材料を採取し，組織切片作製，ヘマトキシリン・エオ
ジン染色，特殊染色および免疫組織化学染色，等の作
業実技を行う．それらを完遂する一連の作業過程の中
で，学生にそれぞれの過程の技能や意義について鋭意
理解させるようにしている7)．このことによって，学
生たちが臨床の現場に参加するための意識を養うこと
が可能で，学習意欲・積極性も大いに引き出される．
また，１年間の実習は病院で行われるが，学校と職場
が緊密に連携することによって，人間教育を行うこと
に特に力を注いでいることを強調しておきたい．すな
わち，学生の総合的資質，実技能力と実際の問題解決
の能力をそれぞれ高めることにより，彼らは将来社会
や職場に適応する能力を獲得するのである．
４. 臨床検査技師国家試験時期の違い
　日本の学生は，卒業前に国家資格試験を受験する．
不合格であれば，就職は困難であるため，日本の学生
は在学中から一生懸命勉強する．一方，中国の学生は
卒業後に一年間，就職先の施設で実務を行い，その後
国家資格試験を受験する．しかし，少なくとも上海の
学校の学生達は，在学中から国家試験の対策も十分に
受けているため，国家試験が１年後であっても，通常
は無事に合格できる．
５. 病院病理部門における臨床検査技師の仕事の違い
　臨床検査科の学生が病院の病理部門で実習を行う重
要な意義の一つは，その部門において臨床検査技師が
日常的に扱う仕事がどのようなものかを具体的に体感
することにある．現在，中国の病理科技術員が日常的
に行っている仕事の主なものは，病理組織の切片と細
胞診標本の作成，病理医師の診断に協力する免疫組織
化学や特殊染色標本の作成，病理依頼書と標本の受理，
診断報告書の提出，病理解剖や医学研究作業における
医師への協力，病理標本資料の保管・保存の責務，適
正な集計と統計作業の実施，薬品・器材・試薬の授受
と保管の責務，である．日本の病理部門における臨床
検査技師は，これらの仕事以外にも，生検標本の作製
業務と，細胞検査士の資格を持つ者は細胞診検査にお
けるスクリーニングをも受け持っている．診断能，お
よび優れた一技術員たる者としては，しっかりした実
技能力と問題解決能力を有するだけでなく，そのうえ
基本的な疾病の知識と，ある程度の病理細胞診断能力
をマスターする必要がある．さもなければ技師は自分
図３　２学年の病理学技術風景（上海健康職業技術学院）
図４　３学年の病院実習風景（上海腫瘍病院）
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の行っている免疫組織化学などが，病変のどこに位置
しているのか，特殊染色の結果が正しかったのかどう
かなどが分からなくなってしまい，優秀な技師となる
ことはできない．
６. 今後の展望
　中日両校における病理検査部門，学生への教育方法
の違いの比較から，中国の病理検査技術の教育改革に
関していくつかの提案をしたい．
１) 学校の実習は，病院の病理部門の技師教員と，学
校の授業を担当する教員とが共同で担当し，その間
のすべてにわたって指導内容を検証して，理論と実
地の学習を相互に連携させるべきである．そうすれ
ば，学生の専門技術を向上させるばかりでなく，臨
床現場での教育を本当の深い理論知識に結びつける
ことによって，学生の思考能力を開花させるなど，
大きな効果を生むことが期待される．
２) 現状では，中国の病院の病理部門の生検の切り出
しと細胞学診断の仕事は，全て医師が行っている．
しかし，上海における一部の高度先進病院では，病
理技師が生検の仕事を担当することができるように
したいと考えている．また，病理技師達は細胞学の
知識を持つことも希望している．従って，細胞学診
断と標本採取に関する教育を強化し，学生にもより
多くの知識を学ばせて，臨床の現場に多くのより優
れた技師を送り出すべきである．
３) 中日両校で実施している，座学と臨地教育を組み
合わせる方式の採用は，病理検査技術の実践におい
て極めて重要である点を説明した．我が国では，臨
地実習を行う部門における実習内容とスケジュール
に関して，具体的な計画を立て，教員同士が共通の
認識を持って系統だった実習を実践するように努力
すべきである．
４) 授業前の予習，授業後の復習および演習は，理論
知識の理解のために特に大切である．同時に学生の
知識面および臨床実地の中での学習効果を高めるた
めに，理論の授業を減らし，実習と選択科目の過程
を増やすべきである．
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